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をご覧ください。

１
６
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
て

学
校
長

入
学
式
式
辞
よ
り

新
入
生
対
象

部
活
動
説
明
会

い
の
ち
と
心
の
教
育
で
人
づ
く
り

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の
快
挙
！

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

中
学
生
の
皆
さ
ん
へ

オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
予
定

今
年
も
大
盛
況春

の
苗
物
販
売
会

平
成
２
６
年
度
末教

職
員
の
異
動
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た
だ
今
入
学

を
許
可
い
た
し

ま
し
た
１
６
０

名
の
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
入
学

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

大
き
な
可
能

性
に
瞳
を
輝
か

せ

る

皆

さ

ん

は
、
厳
し
い
高
校
入
試
に
見
事
合

格
さ
れ
、
本
日
か
ら
こ
の
伝
統
あ

る
瀬
戸
南
高
等
学
校
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
自

分
の
意
志
で
本
校
を
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
本
校
で
の
高
校

生
活
は
、
か
け
が
え
の
な
い
青
春

時
代
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
、
人
生

の
大
切
な
時
期
と
な
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
過
ご
す
こ

こ
瀬
戸
南
高
校
は
、
「
社
会
で
通
用

す
る
大
人
に
な
る
、
人
間
力
を
高

め
る
場
所
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
高
校
生
活
を

始
め
る
に
当
た
り
、
大
切
な
こ
と

を
３
つ
お
話
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
つ
目
は
「
学
校
は
学
び
の
場
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

授
業
や
実
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。
真
面
目
に
そ
し
て

コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
努
力
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。
本
校
で
の
学
習
は
、

大
き
く
普
通
教
科
と
専
門
教
科
に

分
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
何
れ
も
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
皆
同
じ
で
す
。

三
年
後
の
自
分
の
進
路
を
心
に
描

き
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。。

二
つ
目
は
「
学
校
は
一
つ
の
社
会

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
皆
さ
ん
に
質
の
高
い
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
求
め
ま
す
。
本

校
は
「
社
会
で
通
用
す
る
大
人
に

な
る
、
人
間
力
を
高
め
る
場
所
」

で
あ
る
と
申
し
ま
し
た
。
制
服
を

き
ち
ん
と
着
こ
な
し
て
登
校
し
、

爽
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
一
日

の
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
い
。

三
つ
目
は
「
学
校
は
自
分
の
将

来
の
生
き
方
を
見
出
す
場
所
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

常
に
目
標
や
夢
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
一
つ
の
目
標
が
達
成
し
た
ら
、

ま
た
次
の
目
標
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
。
手
の
届
き
そ
う
な
目
標
か

ら
将
来
の
夢
ま
で
、
色
々
あ
る
と

思
い
ま
す
。
「
目
標
な
く
し
て
成
長

な
し
」
で
す
。

私
た
ち
は
「
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
育
成
」
を
目
標
の
一
つ
に

掲
げ
て
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
農
業
、
畜
産
、
園
芸
、

福
祉
、
保
育
と
い
っ
た
専
門
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

専
門
知
識
・
技
術
の
習
得
に
欠
か

せ
な
い
の
が
、
何
と
言
っ
て
も
実

習
で
す
。
身
体
を
使
っ
て
技
術
を

体
得
し
、
同
時
に
課
題
研
究
で
社

会
の
現
場
と
連
携
し
た
実
習
や
交

流
活
動
を
通
し
て
応
用
的
な
学
力

を
深
め
て
い
き
ま
す
。
本
校
で
の

学
び
に
よ
り
、
将
来
、
日
本
の
社

会
の
根
幹
を
担
う
各
分
野
で
、
自

己
を
活
か
せ
る
人
材
と
し
て
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

校
の
シ
ー
ド
選
手
（
男
女
３
ペ
ア
）

は
順
当
に
ベ
ス
ト
８
へ
進
出
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
男
子
３
ペ
ア
、

女
子
２
ペ
ア
が
県
大
会
へ
の
出
場

枠
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
男
子
】

準
優
勝

松
下
（
園
科
３
年
）

森
川
（
生
生
３
年
）

第
５
位

山
口
（
園
科
３
年
）

水
江
（
生
生
３
年
）

第
７
位

上
舞
（
生
デ
２
年
）

高
砂
（
園
科
２
年
）

【
女
子
】

優

勝

野
上
（
生
デ
２
年
）

瀧
本
（
生
生
２
年
）

第
３
位

青
木
（
生
デ
２
年
）

片
岡
（
生
生
２
年
）

ま
た
５
月
４
日
に
は
第
１
０
回

旭
東
地
区
交
流
大
会
（
団
体
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は

男
子
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
チ
ー
ム
、
女
子

Ａ
Ｂ
の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
が
、
男
子
Ａ
Ｂ
２
チ
ー
ム
と
女

子
Ａ
チ
ー
ム
が
予
選
リ
ー
グ
を
１

位
で
通
過
し
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
周

囲
の
応
援
に
後
押
し
さ
れ
る
か
の

よ
う
に
気
迫
を
全
面
に
押
し
出
し

た
プ
レ
ー
は
、
本
当
に
成
長
を
感

じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
で

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
校
創
立
９

０
周
年
と
い
う
記
念
の
年
に
、
見

事
な
華
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

本
校
に
は
部
活
動
が
、
運
動
系

１
０
、
文
化
系
６
と
、
同
好
会
が

８
あ
り
、
毎
日
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
４
月
１
４
日
に
生

徒
会
主
催
で
新
入
生
対
象
の
部
活

動
・
同
好
会
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
部
活
動
と
も
自
分

た
ち
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
た
め
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

内
容
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
、
日

頃
の
練
習
の
様
子
を
再
現
し
た

り
、
各
種
発
表
会
で
の
成
果
な
ど
、

熱
く
新
入
生
に
ア
ピ
ー
ル
。

新
入
生
は
「
こ
れ
か
ら
ど
の
部

活
動
に
入
ろ
う
か
な
」
と
、
手
元

に
配
布
さ
れ
た
資
料
も
参
考
に
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｈ
２
７
年
度
の
本
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
の
日
程
が
決
定
し
ま
し

た
。
本
校
入
学
に
興
味
が
あ
る
中

学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
３
０
日(

木)

８
‥
５
０

～

１
１
‥
５
５

５
月
２
日
に
備
前
テ
ニ
ス
セ
ン

タ
ー
で
全
日
本
・
中
国
高
等
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
個

人
戦
）
旭
東
地
区
予
選
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
へ
つ
な
が
る
地
区
予
選

会
で
、
本
校
か
ら
は
新
１
年
生
も

含
め
て
男
子
９
ペ
ア
、
女
子
７
ペ

ア
が
出
場
し
、
県
大
会
出
場
枠
（
男

子
７
ペ
ア
、
女
子
７
ペ
ア
）
を
目

指
し
た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
他
校
の
シ
ー
ド
選
手
は
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
か
ら
か
敗
退
す
る
と
い

う
波
乱
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
本

４
月
２
５
日
、
天
気
に
恵
ま
れ

た
恒
例
の
春
の
苗
物
販
売
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
今

年
で
１
０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

生
徒
達
が
農
場
で
作
っ
た
野
菜
苗

や
花
壇
苗
、
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
・

味
噌
・
米
な
ど
を
販
売
し
ま
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
あ
り
、

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
販
売
を
心
が

け
ま
し
た
。

こ
の
販
売
実
習
を
通
し
て
、
お

客
様
に
対
す
る
接
待
マ
ナ
ー
を
学

習
し
ま
す
。
生
徒
達
は
、
一
人
ひ

と
り
の
お
客
様
に
気
持
ち
の
よ
い

笑
顔
を
添
え
て
、
一
生
懸
命
対
応

し
て
い
ま
し
た
。

［
退
職
］（
敬
称
略
）

西
村

直
昭
（
教
頭
）

吉
川

耕
作

(

体
育
）

光
岡

英
香
（
看
護
）

長
畑

直
人
（
事
務
）

入
江

信
行
（
事
務
）

林

慎
吾
（
農
業
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

［
転
出
］（
敬
称
略
）

安
井

盛

（
校
長
）
高
松
農
業

長
谷
川
陽
子
（
家
庭
）
岡
山
南

井
上

貴
裕
（
国
語
）
高
梁

藤
澤

桂
子
（
国
語
）
岡
山
後
楽
館

磯
本

貴
志
（
数
学
）
倉
敷
天
城

有
吉

亨

（
理
科
）
片
上

森
本

道
理
（
体
育
）
倉
敷
翔
南

森
年

雅
子
（
体
育
）
真
庭

難
波

宏
子
（
家
庭
）
瀬
戸

大
森
由
佳
子
（
音
楽
）
津
山
東

越
智

浩
邦
（
農
業
）
興
陽

青
木

達
也
（
農
業
）
新
見

古
田

凪

（
事
務
）
岡
山
聾

名
合
千
鶴
子
（
事
務
）
倉
敷
鷲
羽

［
転
入
］（
敬
称
略
）

山
根

康
史
（
校
長
）
高
松
農
業

入
江

勝
久
（
教
頭
）
興
陽

山
口

成
美
（
国
語
）
備
前
緑
陽

宮
本

晃

（
国
語
）
新
採
用

薬
師
神
貴
啓
（
数
学
）
新
採
用

歳
森

郁
夫
（
理
科
）
倉
敷
天
城

有
森

聖

（
体
育
）
笠
岡
商
業

妹
尾

裕
介
（
体
育
）
邑
久
中

田
中
小
麻
実
（
体
育
）
玉
野

大
畑

由
美
（
家
庭
）
興
陽

和
氣

梓
紗
（
家
庭
）
新
採
用

正
富

彩
香
（
音
楽
）
新
採
用

佐
々
木
正
剛
（
農
業
）
真
庭

沼
野

義
和
（
農
業
）
勝
間
田

小
田

聡
美
（
事
務
）
県
福
利
課

的
野
は
る
奈
（
事
務
）
和
気
閑
谷

森
川

文
人
（
事
務
）
新
採
用

角
南

千
弘
（
事
務
）
新
採
用

小
林

眞
子
（
福
祉
エ
キ
ス
パ
ー

ト
）


